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フォナック マイコム
フォナック マイコムは補聴器と携帯電話やオーディオ機器、FM
システムなどを接続する機器です。接続可能な機器の種類は
フォナック コムパイロットと同等です。

詳しくはフォナック マイコムの取扱説明書をご覧ください。
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話し手と聞き手の距離が離れた広い場所や周囲の声が行き交う
公共の場所など、補聴器を利用しても聞き取りが困難な環境があ
ります。そんな時に役立つのがFMシステムです。
遠くにいる話し手の声をキャッチしFM電波（169MHz）で快適な
聞き取りを実現します。FMシステムには送信機と受信機が必要
です。FMシステムの詳細についてはFMシステムのカタログをご
覧ください。

FMシステム（別売）

　　　　　　　

FMシステムと補聴器の場合

FM送信機の
マイクロホン FM受信機

FM送信機
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製品名 インスパイロ
inspiro

スマート・リンク・プラス
SmartLink+

ズーム・リンク・プラス
ZoomLink+

イージー・リンク・プラス
EasyLink+

写真

特徴

学校生活用
にデザイン
された送信
機です。言語
獲得中の子
どもに最適
です。日本語
表示で操作
も簡単です。

・  ビジネスやプライベートで使用できる送信機
です。話し手の首にかけて使用します。
・  スマート・リンク・プラスは、ブルートゥースの
機能を使うことによって携帯音楽プレーヤー
や携帯電話などの接続が可能です。
・  スマート・リンク・プラスとズーム・リンク・プラ
スは、指向性の切り替えができるマイクロホ
ンを搭載しています。

FM送信機
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FM受信機

MLxi

製品名 エム・エル・エックス・アイ
MLxi

エム・エル・サーティン・アイ
ML15i

マイ・リンク・プラス
MyLink＋

写真

特徴

別途、オーディオ
シュー（AS15）が必
要です。

フォナック マイコム
／コムパイロットと
の併用も可能です。

フォナック補聴器
専用の一体型の受
信機です。補聴器
と一体型なので紛
失の心配がありま
せん。オーディオ
シューは不要です。

Tコイルを利用して
FMシステムが使用
できる首かけ型受
信機です。

フォナック
コムパイロット

MLxi

AS15

ML15i



34

オーディオシューの取り付け、取り外し

FM受信機の MLxi を使用するためにはオーディオシューが必要
です。オーディオシューAS15を使用します。

オーディオシュー（AS15）を使用する場合に以下の手順で取り付
け、取り外しを行います。

※ FMシステムを使用しないときに受信機、オーディオシューを取
り外す必要はありません

オーディオシュー（AS15）の取り付け：
AS15 を押し込み電池ホルダーの溝に沿ってスライドさせます。

オーディオシュー（AS15）の取り外し：
AS15 のつまみを押し下げながら補聴器をスライドさせます。

①

②
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FMシステム使用手順 （MLxi, ML15i）

FMシステム使用手順 （MyLink＋）

切り替え 
方法

プログラムスイッチ イージーFM機能

手動切り替え 自動切り替え

手順

１.  FM用プログラムを補
聴器に設定します。

２.  補聴器のプログラムス
イッチもしくはリモコ
ンでF M用プログラム
を選択します。

１.  イージーFMの設定を
有効にします。

２.  補聴器の電源をオンに
して、オートマチック
モードにします。

３.  FM送信機から音声を
入力します。

４.  FM受信機が音声を認
識すると自動的にFM
プログラム「FM+M」に
切り替わります。

切り替え方法 MyLink＋

手順

１.  Tコイル用プログラムを補聴器に設定します。
２.  補聴器のプログラムスイッチもしくはリモコンで

Tコイル用プログラムを選択します。
３.  MyLink＋の電源をオンにします。

プログラム
スイッチ
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•  イージーFM機能を有効にすると、次の条件下で自動でイー
ジーFM専用のプログラム「F

エフエム

M+マイク」に切り替わります。
 –  FM送信機とFM受信機がFMシステム利用圏内（約15m 以
内）にあること

 – FM送信機とFM受信機のチャンネルが同期されていること
 – 補聴器のプログラムがオートマチックモードであること
 – 送信機のマイクロホンに音声が入力されること
•  FM送信機からの音声の入力をストップ（FM送信機の電源オ
フも含む）し、しばらくすると自動でイージーFM専用のプログ
ラムからオートマチックモードに切り替わります。

※ MyLink＋を受信機として使用している場合は、イージーFM
は使用できません。

イージーFM

 注意
•  電子機器の使用が禁止されている場所（例：飛行機内など）
ではFMシステムは使用しないでください。
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IP67 防塵・防水機能に関する情報と注意

一般的な注意点
ヘアスプレーやその他の化粧品を使用する場合、補聴器のききと
りに影響が発生する可能性がありますので、耳から取り外した後
にヘアスプレー等をご使用ください。

使用上における注意
•  この補聴器は電池ホルダーが完全に閉じた状態でのみ防塵・防水
機能IP67を担保します。髪等が挟まれないように電池ホルダーを
完全に閉じてご使用ください。

•  汗や埃が多くついてしまった場合は、きれいな水で洗い流し自然乾
燥させてください。（このときドライヤーは使用しないでください）

•  日頃のケアや定期的な点検に関しては、以下をご参照ください。
  –  スキューバダイビング、潜水、水上スキーやその他の水上での
アクティビティをされる前には補聴器を取り外してください。

  –  補聴器に水が付着することで電池への空気供給が制限されて一
時的に補聴器の動作が止まることがあります。その場合は、柔ら
かい布もしくはティッシュで水分を拭き取り、濡れていないことを
確認してから、電池ホルダーを開けて空気を供給してください。

  –  FM受信機ML15iは、この補聴器に接続した状態でのみ防塵・防
水機能IP67を担保します。ML15i単体では、防塵・防水機能が保
持されませんのでご注意ください。

  –  オーディオシューAS15を使用したときは、防塵・防水機能IP67は
保持されませんのでご注意ください。

•  防塵・防水機能を維持するために、１年に１度はお求めの販売店
を通じてマイクカバー交換と点検をご依頼ください。
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ご使用後のお手入れ方法

補聴器を長くお使いいただくために、日ごろからのお手入れをお
勧めします。

＜毎日のケア＞
イヤモールドやチューブに水滴や耳垢が詰まっている場合は取り
除き、本体を汚れが付いていない布で拭き、乾燥ケースの中に入
れて保管してください。

＜毎週のケア＞
補聴器にひどい汚れが付いている場合は、濡れたやわらかい布で
きれいに拭き取ってください。より精密に確認したい場合は、販
売店にご相談ください。

＜毎月のケア＞
チューブが変色したり硬くなっていないか確認して、もし硬くなっ
ているようであれば交換してください。
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 注意
•  補聴器をお手入れする際に、家庭用洗剤（石鹸、洗剤粉など）は 
絶対にご使用にならないでください。

•  チューブに水滴が残る危険があるため、チューブとオープン
型耳せんを水で洗ったり、水中に入れたりしないようにして
ください。

• 水滴がチューブに残っていると、音がでない、または補聴器の 
　電気部分が壊れる恐れがあります。

• チューブとオープン型耳せんは 3ヶ月に1回のペースで交換
　してください。また、チューブが硬くなったり、もろくなってき
　た場合はすぐに交換してください。

• オープン型耳せんは販売店でのみ交換できます。耳に装用し 
　ている時にチューブからオープン型耳せんを外さないでくだ
　さい。耳を傷つける恐れがあります。
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通常の保管方法：
電池ホルダーを開けたまま補聴器を乾燥ケースに入れてください。

携帯する場合：
電池ホルダーを開けたまま補聴器を専用ケースに入れてください。
長期間補聴器をご使用にならない場合は電池を取り外しておい
てください。

補聴器の保管

 注意
•  補聴器から必ず電池を取り出してください。
  補聴器から取り出した電池は乾燥ケースに入れないようにして
ください。
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第一段階
初めは静かな家の中などで使用し、補聴器をつけることに慣れてく
ださい。最初は自分の声に違和感がありますが、本などを声に出し
て読んだりして違和感がなくなるまで練習します。練習は10分ほ
どから始めて徐々に長くしますが、疲れたらすぐ休んでください。

第二段階
静かな部屋で、身近な人と一対一で話す練習をしましょう。

第三段階
複数の身近な人と話をする練習をします。どの人が話をしている
か聞き分けてみましょう。

第四段階
慣れてきたら、外で聞く練習をします。

初めてお使いになる方に

 注意
•  補聴器の音が小さかったり、周囲の音が大きく感じたりしたら
販売店にご相談ください。補聴器の再調整が必要となります。
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故障かと思われたときは

補聴器が聞こえづらくなったときは、まず下記のようにお調べく
ださい。

1 電池がなくなっていませんか？

3 正しく耳に入っていますか？

販売店へご相談ください。

2 音の出口に耳垢ががつまっている、もしくはゴミがつまっていませんか？

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

新しい電池に交換
してください。
（12～13ページ）

クリーニングして 
ください。
（37～38ページ）

きちんと耳に入れ
なおしてください。
（16～17ページ）
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Memo
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仕様・性能
フォナック アンブラ M H2O
フォナック ソラナ M H2O
フォナック カッシーア M H2O
※ 本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により、スリムチューブ α で 
測定・表示してあります。

※ 本カタログに掲載された電池寿命：JIS規格に基づいて測定した電流値から換算した 
参考値です。
 フォナック純正電池を使用したときの目安です。ご使用の状況・気温・温度などの環境の
影響によって電池寿命は大幅に変わります。

適応聴力範囲 軽中

規準周波数 1600 Hz

最大音響利得（50dB入力） 51 dB ±5 dB

90dB 最大出力 
音圧レベル

121 dB ±5 dB（1600Hz）
133 dB SPL 以下（ピーク値）

等価入力雑音レベル 30 dB SPL 以下

全高調波ひずみ
500 Hz   3.0% 以下
800 Hz   3.0% 以下

1600 Hz   3.0% 以下

電池の電流 1.80 mA 以下

使用電池 PR48（13）

電池寿命 140～220時間

誘導コイル感度 84 dB SPL ±6 dB（磁界の強さ1 mA/m 
ループに対して垂直の時最大）

利得調整器

可変幅 ±6 dB の場合 
約 2.0 dB ずつ 3 段階
可変幅 ±10 dB の場合 
約 2.0 dB ずつ 5 段階
可変幅 －20 dBの場合 
約 2.0 dB ずつ 10 段階
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90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

140

110

100

90

dB SPL

130

120

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

規準周波数レスポンス
　　（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

130

100

90

80

dB SPL

120

110

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

誘導コイル入力周波数レスポンス
　

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

120

90

80

70

dB SPL

110

100

100 200 500 1K 2K 5K 10K Hz

　（誘導コイルは規準値で測定）
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シンボルマークの説明

CE 記号は、アクセサリー類を含む製品
が医療機器指示文 93/42/EEC とR＆TTE 
指示文199/5/EC のラジオと通信機器・
送信機の基準を満たしていることを示
しています。CE 記号に続く番号は、フォ
ナック社に対し指導した公認機関コード
を表します。

この記号は、取扱説明書に載っている製
品説明がEN60601-1 のタイプBF に
則っていることを表します。

この記号は、補聴器を使われる人が取
扱説明書に書いてある内容を読み理解
してもらうことが大事であることを示し
ています。

ゴミ箱に×印の記号は、通常と異なるご
み処理が要求される可能性があることを
意味します。処分される際はお住まいの
自治体が定める方法に従ってください。

0459
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１. 保証書（別途添付）
  必ず「販売店名」、「お買い上げ日」、などの記載をお確めに
なり、大切に保管してください。

２. 修理について
  保証書を一緒に販売店へお持ちください。保証書に記載され
た内容に応じて修理いたします。

３. その他
  アフターサービスなどについてのご不明な点は、お求めの販
売店までお問い合わせください。

アフターサービス

この取扱説明書の内容は2012年2月現在のものです。各製
品の仕様は予告なく変更される場合がございます。

※ この補聴器は耳を保護する目的で出力 125dB SPL 以下、
利得 30dB 以下に設定し出荷いたしております。
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日本国内における保証期間
日本国内における本製品の無償保証期間は、お買い上げ日より2
年間です。無償修理の際、保証書が必要になりますが、製品に同
梱されている保証書に「販売店名」、「お買い上げ日」の記載があ
ることを確認の上、大切に保管してください。

日本国外における保証期間（国際保証）
日本以外の国における本製品の無償保証期間は、お買い上げ日
より１年間です。保証対象は、シェル、アクセサリーパーツ、電
池、耳せん、外部レシーバを除く補聴器本体となります。国際保
証書に「販売店名」、「お買い上げ日」の記載があることを確認の
上、大切に保管してください。
当規定は上記の修理保証規定により交換・修理をお約束するもの
であり、法律上のお客様の権益を制限するものではありません。

保証適用除外
お客様または第三者の誤った使用・過失・改造による故障および
損傷に対しての修理に関しては、保証期間内であっても保証適用
外となります。修理は、フォナックが指定するサービスセンターで
のみ行ってください。
また、補聴器の専門家による補聴器の調整やアフターケア等の
サービスに対しても、保証対象ではありません。

補聴器ご購入のお客様へ



49

Local Warranty
Please ask the hearing care professional, where you 
purchased your hearing aid, about the terms of the local 
warranty. 

International Warranty 
Phonak offers you a one year l imited international 
warranty valid starting from the date of purchase. This 
limited warranty covers manufacturing and material 
defects in the hearing aid itself, but not accessories such 
as batteries, tubes, ear modules, external receivers. The 
warranty only comes into force if a proof of purchase is 
shown. The international warranty does not affect any 
legal rights that you might have under applicable national 
and legislation governing sale of consumer goods. 

Warranty Limitation 
This warranty does not cover damage from improper 
handling or care, exposure to chemicals or undue stress. 
Damage caused by third parties or non-authorized service 
centers renders the warranty null and void. This warranty 
does not include any services performed by a hearing care 
professional in their office.

Service Policy and Warranty
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Memo



51

プログラム※2 設定内容 確認音※1

自動プログラム サウンドフローによる 
自動切り換え 短いメロディー

プログラム1 “ピ”（・）

プログラム2 “ピピ”（・・）

プログラム3 “ピピピ”（・・・）

プログラム4 “ピポ”（・・）

プログラム5 “ピポポ”（・・・）

イージーフォン “ピポ”（・・）

イージーFM “ピポ”（・・）

ミュート※3 確認音なし

※1 確認音は消すことも可能です。
※2 フォナック ソラナはプログラム4まで設定可能です。
　   フォナック カッシーアはプログラム3まで設定可能です。
※3 ミュート（無音）を選択している場合、音は聞こえませんが、電池は消耗しています。

プログラム設定表の使い方

購　入　日：

電池の種類：

プログラム設定表

設定表は、販売店が設定したプログラム内容を記入できるようになっ
ています。
（例えば、「電話モード」がどのプログラムに入っているのかがわかり
ます。）


